
本校算数科における少人数指導

１ ねらい

－ 文部科学省，香川県教育委員会は －

● その子の思考の道筋や習熟度に応じた学習の場を保障する。

● 教師から一人一人の子どもへのかかわり・見とりの機会や時間を増やすとともに，

一人の子どもにかかわり，見とり，指導する教師の複数化を図る。

一人一人の子どもの算数への興味・関心を高め，算数の基礎・基本の学力の向上を図る

－ 私の学校，私の学年，私のクラスの実態は －

小学校１年

どの子もみんな
○ 算数の基礎基本の定着

○ 算数の学び方の獲得

○わかる・できる実感

○学びたいことの実現

小学校６年（中学校）その子に合った

２ 少人数指導の運用

● 子どもが自ら数理を創造していく過程を大切にした単元展開において 「もしも２名の教師で，

この子どもたちを指導することができたなら，どのように寄り添うことが望ましいであろうか」

を考え，１時間１時間の編成のスタイルを考えたい。

子ども一人一人の習熟度に合った，あるいは思考の道筋に沿った学びの場を保障することは大変重要。

しかし，その一方で，様々な他者からなる集団で学ぶことには，様々な他者の考え方に触れることで，

それまでの自分の考え方を客観的に見つめ直すとともに，より幅広い見方・考え方を身に付けていくこと

ができるという価値もある。

そこで，本校算数科では，算数の問題解決学習の各段階でのねらいや大切にしたい学び方に応じて，

「習熟度重視型 ・ 興味・関心重視型 ・ 相互作用重視型」」「 」「

の少人数編成を位置付けている。



個々の習熟度に応じることで，基 個々の課題，興味・ 集団吟味を活性化さ

礎・基本の定着や理解の幅の拡がり 関心に寄り沿い，課題 せ，数理の獲得・構造

にアプローチする。 解決にアプローチする 化にアプローチする。。

教師が子どもの学習状況や理解度 教師が子どもの発言 教師が子どもの習熟

を評価しグループ編成を行う方法も や表現物を手がかりに 度・発言力・思考タイ，

考えられるが，子ども自身が自分の 複数の解決の道筋への プなどを評価し，それ

き 学びを自己評価した上で，教師が提 願いを見とる そして ぞれのグループに多様。 ，

示した学習プランの中から自分に適 その願いに応じるよう な個性の子どもが属す

するコースを自己選択することが望 な学習プランを示し， るように編成を行う。

。 （ ， ）ましいと考える。 子どもが自己選択する ジグソー バズ学習

子どもの習熟度に応じて学習活動 子どもの解決の道筋 母集団の特性を保っ

や支援を工夫することによって，そ に応じた学習環境や支 た小集団で多様な考え

れまでに理解が十分ではなかった子 援を工夫することがで 方を出し合わせられる

どもに基礎・基本の定着を図ったり きるので，自ら考え， ので，個々の応答の機，

進んだ子どもに発展的あるいは統合 自ら算数をつくる充実 会を増やし学び合いの

的な課題を投げかけ理解の幅を拡げ 感や楽しさを味わわせ 充実感を味わわせるこ

ることができる。 ることができる。 とができる。

理解が十分ではない子どものグル 同じ思考の道筋の集 少人数ながら習熟度

ープにおいては，学び合いの場面に 団なので，学習対象を や発言力の個人差が大

おいて多様な考え方を出し合ったり 一面的に考察し，多様 きいので，理解が十分，

よりよい数理を創造したりすること な考え方に気付きにく ではない子が生じがち

が難しくなりがちである。 くなりがちである。 である。

だから，教え込む，ドリル学習を 他グループとの交流 節目ごとに小テスト

展開するというよりも，教材を工夫 を位置付けたり，教師 やフラッシュカードに

するとともに教師が個々の気付きを が違った考え方を示し よる練習等を位置付け

引き出し仲介することで，学び合い たりすることで，学び ることで，基礎・基本

の活性化を図りたい。 の多様性を保障したい の定着を見とりたい。。



単元展開のデザインは，それぞれの単元で異なるもの・・・一般的におおよその流れを捉えるならば

【興味・関心重視型】 【相互作用重視型】

自力追究 集団吟味
－ ひらめき － － みんなで協定 －

学んだことが

使えないかな 本当にできる これが便利！

・いつでも使えるこれなら の？

できそうだ！ 似ている方法 ・正確

・簡単こうすれば… はないの？

・分かりやすい具体物で検証 個々のアイデア

生活の数理化 数理の生活化実 生 活
－ 課題発見 － － 活用 －

導入・ﾚﾃﾞｨﾈｽ 発展・応用 定着・補充
【習熟度重視型】 【習熟度重視型】

導入・レディネス●

系統性の強い算数科。前段階の学習につまづきを残していると，これから始まる学習への意欲も下

がり，これから学習することの獲得も難しくなる。 したい。既習内容の習熟を保障

自力解決●

課題追究の方向性に応じた環境や学習の道課題解決を目指して，個々のアプローチが始まる。個々の

したい。筋を保障

集団吟味●

個々の多様な解決方法を妥当性・関連性・有効性の観点から吟味していく。教師が個々の子どもの考

相互作用の活性化えを取り上げ称賛したり，友達が相互に多様な意見の交流を生じさせたりするなどの

したい。を保障

定着・補充●

本単元での学習につまづきを残していると，これからの学習でのつまづきを助長することとなり，そ

の子の学習意欲をも下げてしまう。 したい。基礎・基本となる学習内容の習熟を保障

発展・応用●

発展的な学力の伸長に向け本単元で活用したことの生活化や既習との構造化に向かわせたい。個々の

したい。た環境や学習の道筋を保障



既習内容を既習
確かなものとしながら（ ）前時以前

スモール 深い意味理解へ

ステップを 既習との統合本時
きざみながら 範囲の拡張

内容の発展

未習
進んだ子のゴールは・・・・（次時以降）
次時もしくは次単元の内容の先取りは控え目に

「整数と小数ではどこが同じ？どこが違う？」

「 」４けたや５けただったらどうなるのだろう？

「台形でも求められるのかなあ？」


